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一　

は
じ
め
に

　

本

稿

で

は

フ

ィ
ジ

i
諸

島

共

和

国

に

て
生

活

を

し

て

い

る

ソ

ロ

モ
ン
諸

島

民

(ω
〇
一〇
b
日
O
昌
　
Hω
一蝉
づ
住
Φ
「
ω)

が

お

か
れ

て

い
る
状

況

に

つ

い
て
、

ヴ

ィ

テ
ィ

レ
ヴ

(≦

包

Φ<
二
)
島

西

部

に
位

置

す

る
S

集

落

の
事

例

を

中

心

に
考

察

し

て

い
く

。

　

フ

ィ
ジ

ー

に

お
け

る

ソ

ロ
モ

ン
諸
島

民

は
、

現

在
少

数

民

族

の
ひ

と

つ

で
あ

る

。

一
九

九

九

年

の
デ

ー
タ

に
よ

る

と

フ

ィ
ジ

ー

の
総

人

口
は

お

よ

そ

八
〇

万

人

に

の
ぼ

り

、
原

住

民

で

あ

る

フ

ィ
ジ

ー

人

四

八

・
四

%
、

イ

ン
ド

人

四

六

・
四
%

及

び

そ

の
他

の
少

数

民
族

が

残

り

の
五

・
二
%

を
占

め

て

い
る

[][
〉
い
⇔
づ
住
円
○
男
↓
¢
Z
国
NO
O
O
]
。

少

数

民
族

に
は

、

華

人
、

ヨ

ー

ロ
ッ
パ

人

入
植

者

の
子
孫

、

パ

ー

ト

・
ヨ

ー

ロ
ピ

ア

ン
と

呼

ば

れ

る

フ

ィ
ジ

i
人

と
白

人

の
混

血

、
ポ

リ

ネ

シ
ア
系

の

ロ
ト

ゥ

マ
人

と

そ

の
他

の

太
平

洋

諸

島

民

が
含

ま

れ

て

い
る
。

太

平
洋

諸

島

民

は

バ

ナ

バ
人

、

ツ
ヴ

ア
ル
人
な
ど
で
構
成

さ
れ
、
そ
の
な
か
に
本
稿

の
対
象
と
な
る
ソ

ロ
モ
ン

諸
島
民
も
含
ま
れ
て

い
る
。
太
平
洋
諸
島
民

の
総
人

口
は
、

一
九
九
六
年

の
時
点

で
お
よ
そ

一
万
人
強

で
あ
る
。

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民

の
経
済
的
水
準

は
概
し
て
低
く
、
全
体

の
六
〇
%

が
貧
困
層

に
あ
た
る
と
さ
れ
、
高
等
教

育
を
受
け

て
い
る
者
も

一
九
九

九
年

に
は

わ
ず

か

一
二
名
程

で
あ

っ
た

[℃
幻
〉
°。≧
)り
U
諺
閑
ご
く
ご
5

9
a

oD
z
国
F

N
8
昌
。

　
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
が
フ
ィ
ジ
ー

へ
と
定
着
し
た
歴
史
的
起
点

は
、
イ

ン

ド
人
契
約
労
働
者
の
導

入
に
先
駆
け
た
時
期

で
、

一
八
六
四
年

か
ら

一
九

=

年

に
か
け
て
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
綿
花
や
ヤ
シ
の
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ

ン
労
働
者

と
し

て
フ
ィ
ジ
ー

へ
と
来

た

冨

〉
い
〉
℃
d
>

8
0
一
"
卜。
己
。
入

植
者
と
の
契
約
終
了
後
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
は
フ
ィ
ジ
i
各
地
に
散
在
し

た
が
、
次
第

に
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

の
集
落
を
形
成
し
て
い

っ
た
と
い
う
。

　
現
在

ソ

ロ
モ

ン
諸
島

民

の
集

落

は
、
旧
都

レ
ヴ

カ

(い
Φ
<
爵

蝉
)
、
現

首
都

ス
ヴ

ァ

(ω
二
く
僧
)
近
郊
を
中
心

に
、

フ
ィ
ジ
ー
各
地

に
形

成
さ
れ
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て
い
る
。

ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
集
落
が
都
市
部

に
集
中
し
て
い
る
理
由
は
、

プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
契
約
が
切
れ
た
後

に
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
が
都

市
部

の
雑
業

の
担

い
手

へ
と
追

い
や
ら
れ
た
歴
史
的
経
緯

と
関
連
し
て

い

る

冨

き

亀
呈

卜。
8
一
"
ω
㌣
き
]
。
ま
た
、
ス
ヴ

ァ
近
郊

に
位
置

す
る
ワ

イ

ロ
ク

(乏
巴
δ
犀
信
)
に
は
、
英

国
国
教
会

の
神

父
た

ち
に
よ

っ
て
、

ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
1

そ
の
多
く
が
英
国
国
教
会
派
で
あ

っ
た
ー

へ
保

護

の
手
を

さ

し

の

べ
る

た
め

の
居
住

区

も
建

設

さ
れ

た

[出
〉
い亀

d
>

8
0
一
　
恥
。゚]
。

　

こ
の
よ
う
な

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
集
落

の
立
地
状
況
と
相

即
し
て
か
、
既
存

研

究

は
、

レ
ヴ

カ

に
関

す

る

一
部

の
研

究

を
除

け

ば

[ρ
ひq
°

日
尾
¢

巳
。゚
己
、
首
都
近
郊
こ
と
に
ワ
イ

ロ
ク
に
集
中
し

て
い
る

[ρ
σq
'

困
d
〈
〉

一
零
ご

山
〉
い
亀
¢
>

N
8
H
"
関
根

　
二
〇
〇

二
]
。

ソ

ロ
モ

ン
諸
島
民

も

ワ
イ

ロ
ク
を
彼
ら

の
拠
点
と
し
て
捉
え
る
傾
向
が
あ
り
、
筆
者
も

「
純
粋

な

(b
霞
Φ
)

ソ

ロ
モ
ン

の
こ
と
を
知

り
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
ワ
イ

ロ
ク

へ
行
け
」
と
、
助
言
さ
れ
る
経
験
を
何
度
も
持

っ
た
。

　
本
稿

で
は
、
旧
都
、
首
都

か
ら
離
れ
た
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
集
落

の
研
究

を
補
足
す
る
た
め
、

フ
ィ
ジ
i
西
部

に
存
在

す
る
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民

の

一

集
落

に
焦
点
を
合

わ
せ
、
彼
ら
が
現
在
お
か
れ
て
い
る
状
況

に

つ
い
て
報

告

し
て
い
き
た

い
。
次
章
で
は
、
調
査
地
の
概
要
と
、
そ
こ
で
の
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
民
に
特
徴
的
な
言
語
、
社
会
組
織
、
宗
教
、
婚
姻

な
ど
に
つ
い
て

整

理
し
、
原
住
民

で
あ
る
フ
ィ
ジ
i
人

の
文
化

・
社
会
的
側
面

に
同
化
し

て
い
る
様
を
記
述

す
る
。
第
三
章

か
ら

フ
ィ
ジ

ー
人

へ
の
同
化

と
い
う
動

向

に
収
ま
り

つ
か
な

い
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
の
近
年

の
動
き
に

つ
い
て
触

れ
て
い
き
た

い
。

　
本
稿
が
依
拠
す
る
デ
ー
タ
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇

二
年

に
か
け

て
、

フ
ィ
ジ

ー
諸
島
共
和
国
ヴ
ィ
テ
ィ
レ
ヴ
島
西
部

に
位
置
す
る
ラ
ウ
ト

カ

(冨

葺
o
冨

)
近
郊

の
S
集
落
と
N
集
落
を
中
心

に
行
わ
れ
た
調
査

に

基
づ

い
て
い
る
。

二
　

と
め
ど
な

い
同
化

　
1
　

S
集
落

の
背
景

　

フ
ィ
ジ
ー
、
ヴ

ィ
テ
ィ

レ
ヴ
島
西
部
の
都
市
ラ
ウ
ト
カ
の
北
部
に
位
置

す

る
バ

(bσ
蝉
)
地
方

へ
向
か
う
途
中
、
辺

り

一
面
が

サ
ト
ウ
キ
ビ
畑

で

覆

わ
れ

る
な

か
に
S
集
落

は
あ

る
。

一
見

フ
ィ
ジ

i
人

の
村

落

(<
苧

冨
αq
①
)

と
か
わ
り
ば
え
の
な

い
こ
の
集
落
、
実

は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民

の
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(1
)

落

(ω①
けけ一Φ
b
PΦ
]P
け)
で
あ
る
。

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
の
第

三
世
代

に
あ
た

る

　
　
　
　
　
(2
)

S
集
落

の
村
役

に
よ
る
と
、
集
落

で
生
活

し
て
い
る
総

人
口
お
よ
そ
三
〇

〇
人
、
四
八
世
帯

の
う
ち
、

ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
は
約

七
二
名
、

一
一
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(3
)

と
全
体

の
ほ
ぼ
四
分

の

一
を
占
め

て
い
る
。
残
り
は
お
お
む
ね

フ
ィ
ジ

ー

人
で
構
成
さ
れ
る
と

い
う
。

フ
ィ
ジ
ー
人
と
は

い
え
、

S
集
落

の
ソ

ロ
モ

ン
諸
島
民

の
男
性

に
婚
入
し
て
き
た
女
性
を
除
く
と
、
住
民

の
多
く
は
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
と
何
ら
か
の
血
縁
関
係
を
持

つ
人
々
で
あ

る

(詳
細

は
後

述
)
。
そ

の
他

に
ヴ

ァ
ヌ
ア

ツ
の
女
性
が

二
名

に
、

イ
ン
ド
人

も
男
女

一

人
ず

つ
の
計

二
人

い
る
。

　
S

集

落

の
高
齢

者

に

よ

る
と
、
彼

ら

の
祖

先

は
、
ヤ

サ

ワ

(磯
甲

ω
餌
≦
9
)
、
ラ

ウ

(い
鋤
⊆
)
、
バ
、
シ
ガ
ト

カ

(ω
戯
讐
○
パ
鋤
)
な

ど
フ

ィ
ジ

ー
各
地

に
あ

っ
た
綿
花
や
ヤ
シ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
離
れ
、
生
活

の

場
所

と
仕
事
を
求
め
移
動
を
繰
り
返
し
た
末

に
、
L
集
落

に
た
ど
り

つ
い
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(4
)

た
。
彼

ら
祖

先

の
多

く
は
、
ラ
ウ

ト

カ

に
て

コ

ロ
ニ
ア

ル
製

糖

会

社

(O
o
一〇
巳
巴

ω
¢
αq
費

幻
Φ
ゆ
三
昌
αq

O
o
ヨ
O
p
蔓

)
関
連

の
雑
務

に
就

い
て

い

た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ラ
ウ
ト
カ
の
都
市
化
の
進
展
と
歩

調
を
合
わ
せ

る
よ
う

に
K
集
落

へ
、
さ
ら
に
は
N
集
落

へ
と
生
活
場
所
を
都
市
中
心
部

か
ら
郊
外

へ
と
移
転

さ
せ

て
き
た
。

　

N
集
落
は
、
お
そ
ら
く

一
九
世
紀
末

か
ら

一
九
三
〇
年
ま
で
に
あ
る
程

度
形
成
さ
れ
て

い
た
。
な
ぜ
な
ら

一
八
九

二
年
頃

ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

へ
説

教
を
施
す
た
め
に
、
英
国
国
教
会

の
神
父
が
N
集
落

へ
と
不
定
期

に
訪
問

し
て
い
た
記
録
が
残

さ
れ

て
い
る
し

[幻
○
しu
O
H
㊤
㊤
。゚
　
暉
よ
己
、
ま
た
、

首
都

ス
ヴ

ァ
の
英
国
国
教
会
派

の
教
会

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
洗
礼
記
録

に

よ
る
と
、
遅
く
と
も

一
九
三
〇
年
頃
に
は
N
集
落

の
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

の

存
在

を
確
認

で
き
る
か
ら

で
あ
る
。

そ
し

て
第
三
章

に
述

べ
る
よ
う

に
、

一
九
九
五
年
前
後

に
都
市
化

の
さ
ら
な
る
進
展

に
と
も
な

い
移
転

の
必
要

性
が
生
ま
れ
た
こ
と
や
集
落
内
部
の
対
立

か
ら
、

N
集
落

の
ソ

ロ
モ
ン
諸

島
民
の
多
く
は
S
集
落

に
移
り
住
む
こ
と
に
な

っ
た
。

　

S
集
落

の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
産
業
が
盛
ん
な
ヴ
ィ
テ

ィ
レ
ヴ
島
西
部

の
事
情
を
反
映
し
て
、

S
集
落

の
立
地
す

る
乾
燥
地
帯

で

サ
ト
ウ
キ
ビ
関
連

の
仕
事

に
従
事
し
て

い
る
者
が
多

い
。
調
査
時

に
は
、

フ
ィ
ジ
ー
砂
糖
会
社

(周
注

ω
¢
ひq
費

O
o
壱
o
錘
江
o
資
)
勤
務

の
者
が
七
名

　
(5
)

い
た
。
他

に
も
定
期
的
な
仕
事
が
な

い
男
性

の
多
く
は
、

タ
ピ
オ
カ
を
中

心
と
す
る
生
計
維
持
経
済
を
営
む
傍
ら
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
刈
り

の
季
節

に
は

サ
ト
ウ
キ
ビ
刈
り

に
参
加

し
て
現
金
収

入
を
得

て
い
る
。

2

S
集
落
の
文
化

・
社
会
的
状
況

　

そ
れ

で
は
S
集
落

の
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
が
、
ど

の
よ
う
な
文
化
、
社
会

的
特
徴
を
備
え
て
い
る

の
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
言
語

に
つ
い

て
見

て
み
よ
う
。
現
在
S
集
落
を
生
活
拠
点
と
し
て
い
る
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
の
な
か
で
、

ソ

ロ
モ

ン
諸
島

の
言

語
を
話

せ
る
人
間

は

一
人
も

い
な

い
。
若

い
世
代

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
お
よ
そ
移
民
第
三
世
代

に
あ
た
る

七
〇
代
以
上
の
老
人
た
ち
で
も
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

の
言
語
に
関
す

る
運
用
能

力
を
有
す
る
者

は
い
な

い
。
わ
ず

か
に
数
人
の
老
人
が

い
く

つ
か
の
単
語

を
知

っ
て
い
た
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
村
役
を
務
め
て

い
る
老
人
は
、

ソ

ロ
モ
ン
の
諸
島

の
言
葉
を
二
、

三
、
記
憶
し
て
い
た
が
、
そ
の
単
語
は

す

べ
て

「
汚

い
言
葉

(魁
O
の織
　
ら犠
)」

で
あ
る
た
め
口
に
し
た
く
な

い
と
話

し
て

い
た
し
、
最
高
齢

の
老
人
も

い
く

つ
か
耳
に
し
た
記
憶
の
あ

る
音

の

連

な
り
を

口
に
し
て
く
れ
た
が
、
何
を
意
味
す
る
か
ま
で
は
正
確

に
分
か

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(6
)

ら
な

い
と
い
う
水
準

で
あ

っ
た
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

(7
)

　

彼
ら
の
主
た
る
生
活
言
語
は
標
準

フ
ィ
ジ
ー
語

で
あ
る
。
近
隣

で
生
活

す
る
フ
ィ
ジ
ー
人
の
影
響

で
西
部
フ
ィ
ジ
ー
語
方
言
を
理
解
で
き
る
者
も

多

い
。
大
半

の
人
が
学
校
教
育
を
通
じ
て
英
語
の
能
力
も
獲
得

し
て
い
る

も

の
の
、

日
常
会
話
は
も
ち

ろ
ん
集
落
内

で
の
会
議

の
場

で
使
用
さ
れ

る

言
語
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
標
準

フ
ィ
ジ

ー
語

で
あ
る
。
ま
た
、
S
集
落
が

位
置
す
る
バ
地
方
は
イ
ン
ド
人

の
集
住
地
帯

で
、
学
校
、
職
場
な
ど
を
は

じ
め
と
す
る
日
常
的
な
接
触
か
ら
ヒ
ン
デ

ィ
ー
語
を
習
得
し
て

い
る
者
も

珍
し
く
な
い
。

　

同
様

に
、
S
集
落
内

も
フ
ィ
ジ
ー
人
村
落
と
同
じ
よ
う

に
整
備
さ
れ
て
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い
る
。
集
落
中
央

に
広
場

(ミ
§
)
が
配
さ
れ
、
そ
の
脇

に
メ
ソ
デ

ィ
ス

ト
の
教
会
が
ひ
と

つ
建
て
ら
れ
て
い
る
と

い
う
典
型
的
な

フ
ィ
ジ

i
人
村

落

の
形
態
と
な

っ
て
い
る
。

　
S
集
落
内
の
社
会
組
織
の
形
態
も

フ
ィ
ジ

ー
人

の
そ
れ
と
類
比
的
な
形

で
構
造
化
さ
れ
て
い
る
。
通
常

フ
ィ
ジ
ー
人
の
村
落

に
は
、
拡
大
家
族
が

集

ま
り
マ
タ

ン
ガ
リ

(ミ
犠
ミ
心
ミ
賊)
と
呼
ば

れ
る
単
位
が
形
成

さ
れ

て
い

る
。

こ
の
単
位

は
お
お
む
ね
リ
ネ
ー
ジ
か
サ
ブ

・
ク
ラ

ン
に
相
当
す

る
父

系
出
自
集
団

で

冤
〉
く
d
<
d

お
。゚ω
]
、
村
落
内

で
執
り
行
わ

れ
る
様

々
な

儀
礼

の
際

に
、
活
動
を
と
も

に
す
る
基
礎
的
な
集
団

の
単
位
と
な

っ
て
い

る
。
　

S
集
落
も
、
フ
ィ
ジ
ー
人
村
落

の
社
会
組
織

と
同
様

に
、
父
系
出
自
集

団
で
、
儀
礼
活
動
な
ど

の
際

に
活
動
単
位
と
な
る

マ
タ

ン
ガ
リ
に
よ

っ
て

区
分

さ

れ

て

い
る
。

S
集

落

に
は

主

と

し

て

カ

レ
カ

ナ

(さ

隷
ぎ

謡
轟
)
、

マ

ラ

タ

(
さ

§
ミ
)
、

バ

リ

(穿

翻
)
、

ワ

イ

(
ミ
ミ
)

の

四

つ

の

マ
タ

　
　

　
　
　
　
　
　

(8
)

ン
ガ
リ
が
存
在
し
て
い
る
。
S
集
落

の

マ
タ

ン
ガ
リ
は
、

フ
ィ
ジ

ー
に
到

着
し
た
祖
先
を
基
点

と
し

て
、
そ

の
子
孫
が
集

ま

っ
て
構
成

さ
れ

て
い

る
。
た

と

え

ば
、
カ

レ

カ

ナ

は

ソ

ロ

モ

ン
諸

島

ガ

ダ

ル

カ

ナ

ル

(O
轟

α
巴
8
づ
巴
)
の
ホ

ニ
ア
ラ

(=
o
巳
鉾
帥
)
出
身

の
祖

先
を

共
有
し

て
い
る
人
々
の
集

ま
り

で
あ

る
。

マ
ラ
タ

は
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

マ
ラ
イ

タ

(]≦
巴
巴
富
)

に
あ

る
、

コ

ア

(訳
8

)
あ

る

い
は

ア

レ

ア

レ

(〉
『Φ
・

p・
お
)
出
身
者
が
起
点

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

バ
リ
、
ワ
イ
は
、
そ
れ
ぞ

れ

祖
先
を
共
有
す
る
二
組

の
親
族
集
団
が
合
併
し
て
各

ひ
と

つ
ず

つ
の

マ
タ

ン
ガ
リ
を
形
成
し
て

い
る
。

バ
リ
、
ワ
イ
の
人
々
は
、
起
点

に
あ
た
る
祖

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

(9
)

先

の
具
体
的
な
出
身
地

に
つ
い
て
記
憶
し

て
い
な

い
。

　
各

マ
タ

ン
ガ
リ

に
含
ま
れ
る
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民

の
数
を
見

て
み
た

い
。

そ
れ
ぞ
れ
概
ね
、

マ
ラ
タ
は
七
、

カ
レ
カ
ナ
は
六
、
バ
リ
は
三
、

ワ
イ
は

三

の
家
族

(ミ
匙
ミ
ミ

§
§

が
各

マ
タ

ン
ガ
リ
の

一
部
を
構
成

し

て

い

る
。

マ
ラ
タ
に
は
フ
ィ
ジ
ー
人
の
男
性
が
婚

入
し

て
作
ら
れ
て
い
る

フ
ィ

ジ

ー
入

の
家
族
も
六
含
ま
れ
、
合
計

=
二
家
族

か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、

S
集
落

の
な
か
で
最
大

の
マ
タ
ン
ガ
リ
と
な

っ
て
い
る
。

マ
ラ
タ
の
例

の

よ
う
に
、
S
集
落

で
生
活
し
て

い
る
フ
ィ
ジ
ー
人
も
、
各

人
の
親
族
関
係

を
通
じ
て
各

マ
タ
ン
ガ
リ

に
所
属

し
、
葬
儀
、
婚
姻

に
際
し
て

マ
タ

ン
ガ

リ
毎

に
割
り
振
ら
れ
た
義
務
を
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

と
と
も
に
遂
行
し

て
い

る
。

　

た
だ
し

フ
ィ
ジ
ー
人

の
社
会
組
織

に
お

い
て
は
、

マ
タ
ン
ガ
リ
が
集
ま

り
概

ね
ク
ラ
ン
に
相
当
す
る
ヤ
ヴ
サ

(受
犠
受ミ
もり犠
)
を
形
成

す
る
の
で
あ
る

が
、
S
集
落

に
お

い
て
ヤ
ヴ
サ
に
相
当
す
る
組
織

は
存
在
し
な
い
。
ま
た

通
例

ヤ
ヴ
サ

の
首
長
が
村
落
秩
序

の
中
心
に
位
置
す
る
が
、
S
集
落
で
は

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

〔10
)

行
政
的

に
任
命
さ
れ
た
村
役
し
か
存
在
し
な

い
。

　

S
集
落

は
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
を
訪

ね
た
経
験
が
あ

る
者
、
ソ

ロ
モ
ン
に

い
る
親
族

と
の
接
触

が
現
在

に
い
た
る
も
続

い
て
い
る
者
は

一
人
も

い
な

い
。
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

へ
帰
還
訪
問
し
た
経
験
を
有

す
る
い
ま
の
と
こ
ろ
最

後

の
人
は
、
N
集
落

に
と
ど

ま

っ
た

ワ
イ

の
第

二
世
代

の
老

入
で
あ

っ

た
。
二
〇
〇
〇
年
の
彼

の
死
を
最
後

に
、
N
集
落

で
も
、
S
集
落

で
も

ソ

ロ
モ
ン
諸
島
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
現
在

の
と
こ
ろ
途
絶

え
て
い

る
と

い
う
。

　

現
在
の
S
集
落

の
な
か
か
ら
何
か
文
化
的
、
社
会
的

に
ソ

ロ
モ
ン
的
な

る
も
の
を
見

つ
け
だ
す
こ
と
は
難
し
い
。
自
身
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

で
ソ
ロ



フ ィジー諸島共和 国にお けるソロモ ン諸 島民 の現在165

モ
ン
集
落

に
関

す
る
書

籍
を
も

の
し
て

い
る

ア
ン
ド

ル

・
ク
ヴ

ァ
は
、

「
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
は

フ
ィ
ジ
ー
人

に
完
全
な
る
同
化
を
果
た
し
て

い
る

(8
冨
ξ

p
ω
ω凶巨

一鉾
Φ山
)

の
で
、
S
集

落

に
限

ら
ず

ソ

ロ
モ
ン
的

な
文

化
的
要
素
を
見

つ
け
だ
す
こ
と
は
困
難

で
あ
る
」

と
、
筆
者

に
話
し
て
く

　
(11
)

れ
た
。
事
実
、
フ
ィ
ジ
ー

へ
の
同
化
傾
向
は
、
特

に
S
集
落

の
特
徴
と

い

う
よ
り
は

フ
ィ
ジ
ー
の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
集
落
に
多

か
れ
少
な
か
れ
共
通

す
る
特
徴
で
あ
る

[9

閑
d
〈
〉
一
Φ
謡

旧
=
〉
い
〉
勺d
>
O
O
O
昌
。

　

し
か
し
、
他

の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
集
落

に
比
し
て
も
、
S
集
落
は

フ
ィ

ジ
ー
人

へ
の
文
化
、
社
会

へ
の
同
化

の
度
合

い
が
す
す
ん
で
い
る
と
思
わ

れ
る
。
た
と
え
ば
、

ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

の
中
心
的
宗
派
で
あ

っ
た
英
国
国

教
会

の
影
響
力
も
、

S
集
落
で
は
薄

れ

つ
つ
あ
る
。
S
集
落

に
あ

る
教
会

は
フ
ィ
ジ
ー
人
の
過
半
数
が
信
奉
し
て
い
る
メ
ソ
デ

ィ
ズ
ム
で
あ

る
し
、

住
民
の
信
奉
す
る
宗
派
も
、
メ
ソ
デ

ィ
ズ

ム
に
カ
ソ
リ

ッ
ク
、
ア
ッ
セ
ン

ブ

リ
ー
ズ

・
オ
ブ

・
ゴ

ッ
ド
、
ペ
ン
テ
コ
ス
ト
な
ど

の
諸
宗

派
が
混
在
し

て
お
り
、
英
国
国
教
会
を
信
奉
し
て
い
る
と
答

え
た
人
は

一
人
も

い
な
か

っ
た
。

い
ま

に
い
た
る
も
多
数
の
英
国
国
教
会
派
を
抱
え
、
首
都

か
ら
相

対
的

に
近

い
ワ
イ

ロ
ク
や
ナ
ヴ

ア

(Z
鋤
く
¢
鋤
)
近

郊

の
集
落

と
比

較
す

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

(12
)

る
と
際
だ

っ
た
特
徴

で
あ
る
と

い
え
る
。

　
3

通
婚

　
以
上

の
よ
う
な
言
語
、
集
落

の
形

態
か
ら
社
会
組

織
ま

で
に

い
た
る

様
々
な
側
面

に
お

い
て
、

フ
ィ
ジ
ー
人
と

の
同
化
が
す
す
ん
だ
大

き
な
要

因

の
ひ
と

つ
と
し
て
、
民
族
間
で
の
通
婚
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ソ

ロ
モ
ン
諸

島
民

に
と

っ
て
フ
ィ
ジ
ー
人
と

の
婚
姻

は
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
で
、
逆

に
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
同
士
で
の
婚
姻

の
方
が
ま
れ
で
あ
る
。
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

か

ら
フ
ィ
ジ
ー

へ
と
移
入
さ
れ
た
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
を
含
む
メ
ラ
ネ
シ
ア
系

移
民

の
総
数
は
、

お
よ
そ
二
一二
〇
〇
〇
人
程
度

で
、
移
民
集
団
と
し
て
の

規
模
が
小
さ
か

っ
た

こ
と
が
こ
う
し
た
婚
姻
形
態
と
な

っ
た
理
由

の
ひ
と

　
　
　
　

　
　
　

(13
)

つ
と
し

て
考
え
ら
れ
る

[国
d
<
>
H
㊤
詞

"
昌
。
調
査
時
点

の
S
集
落
で
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
同
士

の
婚

姻
は

一
例
し
か
見

つ
か
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
他

に
、
イ

ン
ド
人

と
の
婚
姻

が
二
例
、
ヴ

ァ
ヌ
ア
ツ
出
身
者

と
の
婚
姻
が
二

例
見
受
け
ら
れ
た
も

の
の
、

こ
れ
以
外
の
婚
姻
事
例
で
は
、
結
婚
相
手
に

は
す

べ
て

フ
ィ
ジ

ー
人
が
選
ば

れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
と
述

べ
て
き
た
が
、
彼
ら
と
て
祖
先
の
ど

こ
か
で
フ
ィ
ジ
ー
人
と
の
親
戚
関
係
を
持

っ
て
い
る
。

一
例

の
み
見

つ
け

ら
れ
た
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
同
士
の
夫
婦
も
、
彼
ら

の
祖
父
の
代
ま
で
さ
か

の
ぼ
れ
ば
、
フ
ィ
ジ
ー
人
の
親
族
が
存
在
し
て
い
る
。
現
世
代

で

「
純
粋

な
」
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
同
士
の
婚
姻
が
継
続
し

て
い
る
事
例
は
、
S
集
落

で
は
絶
え
て
見
か
け
な
か

っ
た
。

こ
う
し
た
た
び

か
さ
な
る
民
族
間
通
婚

の
結
果
、
形
質
的
特
徴

も

フ
ィ
ジ

ー
人
と
区
別
が

つ
か
な

い
場
合

が
多

い
。
ま
れ

に
髪
の
毛
が
直
毛
で
、
色
黒
な
フ
ィ
ジ

i
人
ら
し
か
ら

ぬ
風
貌

の
子
供

が
産

ま
れ
る
と
、

「あ
れ
を
見

ろ
、
あ
れ
が
ソ

ロ
モ
ン
の
血

だ
」

と
冗
談
交
じ
り
に
か
ら

か
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ
ど

で
あ
る
。

　

4
　

系
譜
図

へ
の
登
録

　

ま
た
、
S
集
落

で
生
活
し
て

い
る
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民

の
な
か
に
は
、
系

譜
図

(智
o
ミ

さ

ミ
黛
切
ミ
ミ
)
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
も

い
る
。
系
譜
図

と

は
、

フ

ィ

ジ

ー

人

が

各

人

の

ヤ

ヴ

サ
、

マ
タ

ン

ガ

リ

、

ト

カ

ト

カ
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(登
ぎ
ミ
ぎ

)
毎

に
登
録

さ
れ
る
フ
ィ
ジ
ー

の
戸
籍

に
あ
た

る
フ
ィ
ジ

ー

　
　
　
　
　
　
　
　

(14
)

人
の
た
め
の
制
度

で
あ

る
。
こ
の
文
書

に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

フ

ィ
ジ
ー
人

と
し
て
享
受
す
る
土
地
所
有

の
権
利

、
フ
ィ
ジ
ー
人

へ
の
優
遇

政
策

(pD
曲
居
ヨ
蝉
け幽く
①
　
蝉
O
け圃O
づ
)
を
は
じ
め
と
す

る
様

々
な
権
利

を
得

る

た
め
の
必
要
条
件
と
さ
れ
る
。
系
譜
図

の
登
録
は
、
通
常
各
人
の
父
方

の

系
譜
図

に
登
録
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
生
児
な
ど
父

親
が
明
確

で
な

い
子
供
が
産
ま
れ
た
時
な
ど
、
母
方

の
系
譜
図
に
登
録
す

る
こ
と
も

ま
れ
で
は
な

い
。
父
方
の
系
譜
図

に
登
録

さ
れ
た
者
は
父
方

の

村
落
に
お
け
る
土
地
所
有
権
と
関
わ
る
こ
と

に
な
り
、
母
方

の
場
合

も
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

(15
)

様
、
母
方

の
村
落

と
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
母
方
を
通
じ

て
系
譜
図

に

登
録
す
る
に
は
、
母
の
所
属
す
る
ヤ
ヴ

サ
や

マ
タ
ン
ガ
リ
と

の
交
渉
が
必

要
と
な
る
場
合
も
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　
S
集
落

で
は
、

マ
ラ
タ
と
ワ
イ

の
マ
タ
ン
ガ
リ
に
属

す
る
家
族
が
、
母

方
の
系
譜
図

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
ソ
ロ
モ
ン
か
ら

フ
ィ
ジ
ー
に

来
た
祖
先

の
婚
姻
相
手

で
あ

る
フ
ィ
ジ
ー
人
女
性

の
属

す
る
系
譜
図
に
、

彼
女

の
子
供
を
登
録
し
た
た
め
で
、
現
在

四
、
五
世
代

目
ま
で
続
く
彼
ら

の
子
孫
全
員
が

こ
の
系
譜
図

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
交
渉

を

通
じ
て
、
系
譜
図

へ
の
登
録
が
認
可
さ
れ
た

の
か
は
、

現
在
正
確
な
と
こ

ろ
は
分
か
ら
な

い
。

マ
ラ
タ
、

ワ
イ

に
属
す

る
人
々
に
も
、
具
体
的
な
経

緯
は
記
憶
さ
れ
て
お
ら
ず
、

か
つ
て
は
系
譜
図

へ
の
登
録
が
鷹
揚

に
行

わ

れ
て

い
た
の
だ
、
と
曖
昧
に
語
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
他

の
カ
レ
カ
ナ
、

バ
リ

の
人
々
は
、
系
譜

図
に
は
登
録
さ
れ
て
い
な

い
。

つ
ま
り
、

マ
ラ
タ

と
ワ
イ
の
人
々
は
、
母
方

の
系
譜
図

へ
と
登
録
さ
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、

フ
ィ
ジ
ー
人
が
享
受
し
て
い
る
土
地
所
有
権
な
ど

ヘ
ア
ク
セ
ス
す
る
可
能

性

を
担

保

し

て

い
る

一
方

、

カ

レ
カ

ナ
、

ず

か

る
可

能

性

が

な

い
と

い
え

る
。

三
　
同
化
の
限
界

バ
リ
に
は
そ
う
し
た
権
利

に
あ

　
前
章

で
は
、

フ
ィ
ジ

ー
に
お
け
る
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
が
、
と
め
ど

の
な

い
フ
ィ
ジ

i
人

の
社
会

・
文
化

へ
の
同
化

の
な
か
に
お
か
れ
て

い
る
こ
と

を
S
集
落

の
事
例
か
ら
指
摘
し
て
き
た
。
現

時
点

で
社
会

・
文
化
的
特
徴

か
ら
、

フ
ィ
ジ
ー
人
と
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
を
分
か

つ
こ
と
は
、

ク
ヴ

ァ
の

発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
ソ
ロ
モ
ン
島
民
自
身
に
と

っ
て
も
、
容
易

で
は

な

い
。

　
ー
　

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
で
あ
る
こ
と

　

こ
れ
ま
で

「
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
の
集
落
」
と

一
括

し
て
記
述

し
て
き
た

が
、
S
集
落

で
生
活
し
て
い
る
人
々
を
い
く

つ
か
に
区
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

一
口
に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
集
落
と

い

っ
て
も
、
そ

の
内
実

に
お
い

て
は
、
①

ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
と
②

母
方

の
親
族
を
通

じ
て
フ
ィ
ジ

ー
人

の

系
譜
図
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
の
二
範
疇
が
あ
る
。
ど
ち

ら
も
自
称
、
他
称
と
も
に
フ
ィ
ジ
ー
に
お
い
て
は
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

で
あ

る
。
そ
し
て
、
③
父
親

は
フ
ィ
ジ
i
人
で
あ
る
が
母
親
は

ソ
ロ
モ
ン
諸
島

民

で
あ
る
人
々
と
、
④
婚
入
し

て
き
た
フ
ィ
ジ
ー
人
の
二
範
疇
で
あ

る
。

後

二
者
は
、
自
称
、
他
称

と
も

に
フ
ィ
ジ

ー
人
で
あ

る
。
S
集
落

は
こ
の

大
き
な
四
範
疇

の
他
イ
ン
ド
人
、
ヴ

ァ
ヌ
ア
ツ
出
身
者
若
干
名
で
構
成
さ

れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
は
何

を
持

っ
て
み
ず

か
ら
を
ソ

ロ
モ
ン
諸
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島
民
と
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
ず
、
S
集
落

に
て
生
活
す
る
①
②

の
人
々
で
、

「君
は
何
人
だ

(O

ぎ
帖
竃
軌)
」
と
の
質
問
に
、
私

の
知

る

限
り

フ
ィ
ジ

ー
人
だ
と
返
答
し
た
者
は

一
人
も

い
な
か

っ
た
と

い
う
事
実

を
確
認
し
た

い
。

一
般

に

「
ソ

ロ
モ
ン

(隷
ミ

・゚ミ
o
ミ
o
ミ
)
」
と
答
え

て

い
る
。

こ
の
返
答
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
は
当
人

の
父
方

の
出
自

の
み
で
あ

る
。
こ

の
際
、
出
自
以
外

の
社
会

・
文

化
的
要
素

は
考

慮
さ

れ
て

い
な

い
。
　

つ
ま
り
父
親
が
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
で
あ
る
場
合
は
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

と
し
て
返
答

し
て
い
る
。
こ
の
分
類

に
、
母
方

の
民
族
的
出
自
は
関
与

し

な

い
。
ま
た
、
②

の
人
々
の
よ
う

に
た
と
え
母
方

の
親
族
を
通
じ
て
フ
ィ

ジ
ー
人
の
系
譜
図

に
登
録
さ
れ
、
権
利
上

一
段
有
利
な
立
場

に
い
た
と
し

て
も
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
は
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
と
し
て
自
己
を
分
類
し
て

　
(16
)

い
た
。
同
化

の
な

か
に
も
残

り

つ
づ

け
る
ソ

ロ
モ
ン
性

が
あ

る
と
い
え

る
。
　
本
章
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
の
論
述
と
は
逆

に
、
ソ

ロ
モ

ン
諸
島
民
が
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
で
あ

る
意
識

を
高
め

て
い
る
と
思
わ
れ
る
事
例
を
紹
介
し

た
い
。

　
2
　

集
落

の
移
転
か
ら
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
独
立

の
祭
り

へ

　
ま
ず
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
が
N
集
落
か
ら
S
集
落

へ
と
移
転
し
た

こ
と

に
ま

つ
わ
る
経
緯
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

N
集
落
は
、
先
に
述

べ
た
よ

う
に

一
九
世
紀
の
末

か
ら
徐
々
に
形
を
整
え
て
い
た
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
集

落
で
あ

る
。
二
〇
〇

二
年

の
時
点

で
、

一
〇

エ
イ

カ
ー

の
土
地
区
画

に
人

口
六
三
二
人
、

=

一
五
世
帯
を
抱

え
て
お
り
、
狭

い
ス
ペ
ー

ス
に
多
く

の

人
々
が
ひ
し
め
き
合

っ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
近
郊

に
位
置
し
て
い
る

に

も
か
か
わ
ら
ず
、
電
気
が

い
ま
だ

に
使
用

で
き
な
い
な
ど
生
活
基
盤

の
整

備
も
遅
れ
た
地
域
で
あ
る
。
N
集
落

に
比
し
て
比
較
的
最
近
に
形
成
さ
れ

た
ば
か
り
の
S
集
落

で
は
、
電
気
は
す
で
に
整
備

さ
れ
て
い
る
。

　
筆
者
が

N
集
落

に
足
を
踏
み
入
れ
た
際
、
集
落
内

に
は
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
は
二
世
帯

の
み
で
、
住
民

の
ほ
と
ん
ど
は
民
族
間
通
婚

の
果
て
に
フ
ィ

ジ
ー
人
-

父
系

の
ラ
イ

ン
に
フ
ィ
ジ
ー
人
が
存
在

し
て
い
る
人
々
1

　
　
　
　
　
　

　
　
　

(17
)

に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て

い
た
。
N
集
落

は
カ

レ
カ
ナ
、

バ
リ
、
ヴ

ァ
タ

レ

カ
、
ワ
イ
、

マ
ラ
タ
の

マ
タ
ン
ガ
リ
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
う

ち
カ
レ
カ
ナ
は
、
移
民
二
世
代
目
が

一
人
を
除

い
て
全

て
女
性

で
あ

っ
た
。

そ
の
女
性
た
ち
す

べ
て
は
フ
ィ
ジ
i
人
と
婚
姻
し
て
い
る
。

唯

一
の
男
性

に
は
三
名
男
子
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
す

べ
て
N
集

落

か
ら
離
れ

て
生

活
し

て
い
る
。
彼

か
ら

は
女

児
も
四
名
生

ま
れ
て

お

り
、
彼
女

た
ち
は
す

べ
て
N
集
落

に
留

ま

っ
て

い
る
が
、
彼
女
た
ち
の
結

婚
相
手
は
全
員

フ
ィ
ジ
ー
人

で
あ
る
。
そ
の
た
め
カ

レ
カ
ナ
は
ほ
ぼ
フ
ィ

ジ

ー
人

の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
バ
リ
で
は
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
民
第

二
世
代

に
あ
た
る
子
供

四
人
全
員
が
女
性
で
、
し
か
も
そ
の
娘

の

婚
姻
相
手
は
全
員

フ
ィ
ジ
ー
人

で
あ

っ
た
た
め
、
現
在
ほ
ぼ
全
員
が
フ
ィ

ジ

ー
人
で
構
成

さ
れ
て

い
る
。
同
様

の
事
情

か
ら
ヴ

ァ
タ
レ
カ
も
フ
ィ
ジ

ー
人

の
み
で
構
成

さ
れ
て

い
る
。

ワ
イ
で
は
、
移
民
第
二
世
代

の
ソ

ロ
モ

ン
諸
島
民
男
性

に
子
供
が
産

ま
れ
な
か

っ
た
。
そ

の
た
め
彼

の
扶
養

し
て

い
た
フ
ィ
ジ
ー
人
が

い
ま
で
は
ワ
イ

の
構
成
員
と
な

っ
て
い
る
。

　

N
集
落
で
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

の
世
帯
を
形
成
し
て

い
る
の
は
、
ワ
イ
の

一
世
帯
と

マ
ラ
タ
の

一
世
帯
の
み
で
あ
る
。
後
者
は
S
集
落

へ
移
転
し
た
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マ
ラ
タ
の

一
世
帯
が
N
集
落

に
留
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

　
S
集
落

へ
の
移
転
理
由
に

つ
い
て
S
集
落

の
村
役
は
、

ラ
ウ
ト
カ
の
さ

ら
な
る
都
市
化

の
進
展
や
N
集
落

の
人
口
密
度

の
増
加

と
生
活
空
間
の
狭

阻
さ

の
た
め
、

N
集
落
に
は
新
た
な
家
屋
を
建
造
や
タ
ピ
オ
カ
な
ど
の
食

物
を
耕
作

す
る
余
地
が
な

い
こ
と
を
理
由
と
し

て
挙
げ

た
。

こ
う
し
た
集

落
内

の
状

況
を
見

か
ね
て
、
現
S
集
落
の
村
役
を
中
心
と
す
る
ソ

ロ
モ
ン

諸
島
民
の
老
人
数
名
が
政
府

と
交
渉
し
て
S
集
落

の
地
ー

国
有
地
に
あ

た
る
ー

を
手

に
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の

「
公
式
的
」
見
解
と
は
別

に
、

こ
と
に
S
集
落
で
生
活

し
て
い
る
人
々
の
あ

い
だ
に
は
、
N
集
落

か
ら
転
出
し
た
理
由

の

一
端
が

感
情
的
し
こ
り
か
ら
起
き
た
と
考
え

て
い
る
人
は
多

い
。
彼
ら

の
な
か
に

は
、
N
集
落

の
村
役
T
氏
が
N
集
落
を
フ
ィ
ジ

ー
化
し
て

い
く
方
向
性
に

批
判
的
な
人
々
が
い
る

の
で
あ

る
。

　
そ
れ
は
N
集
落

の
村
役
を
し
て
い
る

フ
ィ
ジ

ー
人
T
氏
の
手

に
よ
る
同

集
落

の
フ
ィ
ジ

ー
化

へ
の
動
き
で
あ
る
。
先

に
述

べ
た
よ
う
に
通
婚
を
通

じ
て
徐
々
に

フ
ィ
ジ

ー
人

の
比
率
が
高
ま

っ
て
い
く
民
族
別
人

口
比
率
の

変
化
を
反
映
し
て
か
、
N
集
落

を
フ
ィ
ジ
ー
化
し

て
い
こ
う
と
す
る
動
き

が
、
S
集
落

へ
の
移
転
前

一
九
八
〇
年
代
始

め
頃

か
ら
存
在

し
て
い
た
と

い
う
。
中
心
人
物

は
T
氏
で
、
彼

の
妻
は
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
第
三
世
代

マ

ラ
タ
の
女
性
で
あ
る
た
め
、
彼
も
彼
女

に
従

い
マ
ラ
タ

の
成
員
と
な

っ
て

　
(18
)

い
る
。

　

T
氏
は
筆
者

に
対
し

て
、
「
ま
わ
り
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば

分
か
る
よ

う
に
、
こ

の
集
落

は
フ
ィ
ジ
ー
人
の
村
落
と
変

わ
り
が
な

い
。
そ
れ

に
も

関

わ
ら
ず
他

の
村
落

の
よ
う
に
国
か
ら

の
援
助
が
来
な

い
の
は
不
当
だ
」

と
、
N
集
落

の
整
備
の
遅

れ
に
対
し
て
い
ら

つ
き
を
表
明
し

て
い
た
。
彼

の
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
低
開

発
の
原
因
は

フ
ィ
ジ

ー
の
村
落

に
な

り
き

っ
て

い
な

い
点
に
あ

る
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
遅
れ
を
打
開

し
フ

ィ
ジ
ー
人
の
村
落
と
同
じ
権
利
を
獲
得
す

る
策
が
、
N
集
落

の
フ
ィ
ジ

ー

　
　
　
　
　

(19
)

化
だ
と

い
う

の
だ
。
T
氏

に
よ
る
と
N
集
落
を

フ
ィ
ジ
ー
人
と
同
じ
フ
ィ

ジ
ー
人
信
託
局

の
管
轄
下

に
置
く

べ
く
、
政
府

に
働
き
か
け

て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
N
集
落
を

フ
ィ
ジ
ー
人

の
村
落
と
同
様
、
首
長
と
宗

教
を
備
え
た
地

に
す
る
よ
う
、
同
地
の
地
主

に
当
た
る
首
長

へ
と
庇
護
を

依
頼
し
て

い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　
T
氏
の
こ
う
し
た
活
動

は
集
落
内
特

に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
と

の
コ
ン
セ

ン
サ

ス
を
十
全

に
図

っ
て
い
な
か

っ
た
。

ま
た
、
N
集
落

は
そ
も
そ
も
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

の
た
め
の
集
落

で
あ

っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず

フ
ィ
ジ
i
人

で
あ
る
T
氏

が
指
揮
を
執

る
こ
と

へ
の
反
発
も
あ
り
、
T
氏
を
支
持

す
る

人

々
と
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
と
の
あ

い
だ
に
軋
礫
を

み
だ
し
、
感
情
的
な
言

葉

の
遣
り
取
り
も

一
時
期
交

わ
さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
S
集
落

で
生
活
し

て
い
る
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
の
あ
る
中
年
女
性
は
、
興
奮

し
な
が
ら
S
集
落

へ
の
移
転
理
由
を
次

の
よ
う

に
述

べ
て
く
れ
た
。

こ
ち
ら

へ
移
転
し

て
き
た

の
は

ち
ょ

っ
と

い
ざ

こ
ざ

が
あ

っ
た

か

ら
。
も
ち
ろ
ん
私
た
ち
の
な
か
に
ソ

ロ
モ
ン
の
血
が
流
れ

て
い
る
こ

と
は
否
定

で
き
な

い
。

で
も
、
フ
ィ
ジ
ー
人
と
何
の
違

い
が
あ
る
。

言
葉
も
習
慣
も

フ
ィ
ジ

ー
人
と
か
わ
り
な

い
。
す
で
に
系
譜
図
に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
な

お
さ
ら
フ
ィ
ジ
ー
人
と
同
じ
だ
。
で
も

フ
ィ
ジ
ー
人
と
し
て
は
扱
わ
れ
ず
、

こ
ち
ら

の
意
見
が
軽
ん
じ
ら
れ
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る

。

　
こ
の
発
言

に
は
、
フ
ィ
ジ
ー
人
と
の
社
会

・
文
化
的

に
同
化
し
て
い
く

こ
と
に
対
す
る
二
律
背
反
的
な
感
情
を

よ
く
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

フ
ィ
ジ

ー
人
と

の
同
化

は
す

で
に
社
会
的
事
実
と
し
て
生
活

の
な
か
に
浸

透
し
て
お
り
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
は
そ
れ
に
対
し
て
必
ず
し
も
批
判
的
な

感
情
を
抱

い
て
い
る
訳

で
は
な

い
。
と
は
い
え
、

い
つ
く

か
の
権
利

の
上

で
は
、

フ
ィ
ジ
ー
人
と
あ

か
ら
さ
ま
に
区
分
さ
れ
て
い
る
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

民
の
現
状

に
対
し
て
は
不
満
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
感
情
が

T
氏

の
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
自
身

の
意
向
を
軽
視
し

て
い
る
か
の
よ
う
な
動

き
に

対
す
る
不
満
と

い
う
形

で
表
出
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

　
S
集
落
で
生
活
を
送

る
四
世
代
目

の
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民

の
青
年

も
、

「
N
集
落
は
、

わ
た
し
た
ち
の
祖
先
が
住

み
着

い
た
場
所

だ
。
あ
そ

こ
は

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民

の
も
の
で
、

フ
ィ
ジ

ー
人

の
も
の
は
何

ひ
と

つ
な

い
」

と
、
彼

ら
の
考
え
方
に
対
す

る
配
慮

を
欠

い
た
T
氏

の
動
き

に
対
し
て
反

発

の
意

を
こ
ぼ
し
て

い
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
N
集
落

に
い
た
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

の
大
多
数
が
S
集

落

へ
と
移
転

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
う
し
た
衝
突
を
通
じ
て
、

S
集
落
の
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

の
多
く
が
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民

で
あ
る
と

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20
)

う
意
識
を
高

め
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像

に
難
く
な

い
。

　
た
と
え
ば
S
集
落
で
は
、

二
〇
〇
二
年
七
月

一
三
日
に
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

の
独
立
を
祝
う
祭
り
を
復
活

さ
せ
た
。
S
集
落

の
村
役

に
よ
る
と
、
こ
の

祭
り
は

一
九
七
八
年
七
月
七
日

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
本
国
が
独
立

し
た

こ
と
を

祝

い
、
以
前

に
開

か
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
祭

り
を
復
活

さ
せ
た
も

の
で
あ

る
と
い
う
。
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
の
独
立
を
記
念

す
る
こ
の
祭
り
は
、

ソ
ロ
モ

ン
諸

島
民
で
あ
る
と

い
う
歴
史
的
な
遺

産
を
子
供

た
ち

に
伝
え

る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
毎
年
開
き
た

い
と
、
祭
り

の
実
行
委
員

の

一
人
は
述

べ
て

い
た
。
そ
し

て
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
家
族
が
フ
ィ
ジ

ー
人
と
結
婚
し
て
お

り
、
全
員
が
標
準
フ
ィ
ジ
ー
語
を
共
通
語
と
し
て
話
し
て

い
る
、

に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
は
依
然
と
し
て
土
地
を
持
た
ず
、
部
外
者

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21
)

の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
現
状
を
訴
え
て
い
た
。

四
　
最
後
に

　
以
上
、

フ
ィ
ジ
i
諸
島
共
和

国
に
て
生
活
し
て
い
る
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

が
、
婚
姻
な
ど
を
通

じ
て
フ
ィ
ジ
ー
人

の
文
化
、
社
会

へ
と
同
化
し
て

い

く
傾
向

に
あ
る
こ
と
を
S
集
落
の
事
例
か
ら
検
討
し

て
き
た
。
た
だ
し
、

N
集
落

か
ら
S
集
落

へ
と

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
が
移
転
す
る
際

の
騒
動
や
、

S
集
落

に
て
開
催
さ
れ
た

ソ
ロ
モ
ン
諸
島

の
独
立
を
祝
う
祭
り
の
例

に
見

受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民

で
あ
る
意
識
を
高
め
る
よ
う
な

出
来
事
を
も
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
も

っ
と
も
後
者

の
動

き
は
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
が
単
純

に
彼

ら
独
自

の

民
族
性
を
主
張
し

て
い
る
と
捉
え
る

べ
き
で
は
な

い
。
S
集
落

へ
の
移
転

に
ま

つ
わ
る
中
年
女
性
の
言
葉
や
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
独
立
祭
の
実
行
委
員

の
説
明
に
う

か
が
え
る
よ
う

に
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
と
し

て
部
外
者
扱

い

さ
れ
フ
ィ
ジ

ー
人
と
し
て
扱
わ
れ
な

い
こ
と

へ
の
不
満

の
表
出

で
も
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
独
立
祭
は
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

と
し
て
の
出
自
を

認
識
さ
せ
ら
れ
た
S
集
落

の
人

々
が
、

フ
ィ
ジ
ー
人
と
対
等

に
扱

わ
れ

る

よ
う
主
張
し
て
い
る
と
も
解
釈

で
き
る
か
ら

で
あ
る
。
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ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

の
こ
の
よ
う
な
民
族
と
し
て
の
曖
昧
な
立
場

は
、
ク

ー
デ

タ
な
ど
を
通
じ
た
近
年
の
フ
ィ
ジ
ー
人
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
興
隆
を

受
け
て
揺
り
動
か
さ
れ
て
い
る
彼
ら
自
身

の
民
族
的

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ

の
あ
り
方
と
も
相
即
し
て
い
る
。

一
九
八
七
年
の
ク
ー
デ
タ
が
起

こ
る
前

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

(22
)

に
は
、

フ
ィ
ジ
ー
国

の
民
族
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
お

い
て
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民

は

フ
ィ
ジ
i
人
と
同
じ
カ

テ
ゴ

リ
ー
の
な

か
で

一
括

し

て
扱

わ
れ
て

い

た
。
こ
れ
は
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
が
、
相
対
的
に
人
口
規
模
が
寡
少

で
あ

っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
第

二
章

で
述

べ
た
よ
う
な
婚
姻
関
係
を

通
じ
て
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
が
フ
ィ
ジ

ー
人
た
ち
と
、

か
な
り
の
程
度

の

文
化

・
社
会
的
同
化

を
果
た
し
て

い
た
た
め

で
あ

っ
た
と

さ
れ
る
。

し
か

し
ク
ー
デ
タ
以
降

一
九
九
〇
年
憲
法

で
再
編
さ
れ
た
民
族
分
類
で
は
、

フ

ィ
ジ
ー
人

と
は
別

の
集
団
と
し
て
、

コ

般
」

の
範
疇

へ
再
分
類
さ
れ
た
。

こ

の
範
疇
は
、
入
植
者

の
子
孫
で
あ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
な
ど
と

一
括
し

て

構
成
さ
れ
る
範
疇
で
あ
る
。
そ

の
後
の
憲
法
改
正
を
通
じ

て
も

こ
の
区
分

は
保
持
さ
れ
、
現
在

に
い
た

っ
て
い
る

[もっ
↓
国
Z
】)閃
〉
噂
U
諺
匿
o
〈
d
い
〉

き
α

ω
詩

g

b。
O臼
]
。

　

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民

の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
し
て
い
く

こ
と
に
も

繋
が
り
か
ね
な

い
動
き
が
、
独
立
を
祝
う

よ
う

に
な

っ
た
S
集
落
に
お
い

て
、
今
後
強

ま

っ
て
い
く
の
か
、
そ
れ
と
も

ひ
き

つ
づ
き
同
化

の
な
か

へ

と
埋
も
れ
て
い
く

の
か
は
、

に
わ

か
に
判
断

で
き
な

い
。
政
治
を
舞
台

と

す

る
民
族
対
立
が
依
然
と
し
て
幅
を
利
か
せ
る
フ
ィ
ジ
ー
の
な

か
で
、
フ

ィ
ジ
ー
人
と
の
同
化

の
波

に
さ
ら
さ
れ
た
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

民
に
つ
い
て
の

継
続
し
た
調
査
が
必
要
と
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

謝
辞
　
　
草
稿

に
目
を
通
し

て
い
た
だ

い
た
査
読

の
方

々
に
記
し
て
感
謝

い
た

　

し
ま
す
。
な
お
、
本
論

の
依
拠

し
た
デ
ー
タ
の
収
集

に
あ
た
り

二
〇
〇

　

〇
年
及
び
二
〇
〇

一
年
度
大
和
銀
行
ア
ジ
ア

・
オ
セ
ア

ニ
ア
財
団

の
資

　
金
援
助
を
得
ま
し
た
。

注(1
)
フ
ィ
ジ

ー
で
は
、

フ
ィ
ジ
ー
人
行
政
局

の
管
轄

に
あ
る
居
住
域
は

　
村
落

と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
集
落
と
呼
ば
れ
る
。

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民

の

　
日
常
会
話

で
は
区
分
せ
ず
、
ど
ち
ら

も
フ
ィ
ジ
ー
語

で
村

(ぎ
ミ
)

　
と
呼
ば

れ
る

こ
と
が
多

い
。

(2
)
正
式

に
は

巴
≦
ω
費
く

o
o
琶

o
=
だ
が
、
日
常

的
に
は
村
役

(
ミ
奉

　
題

ミ

ぎ
ミ
)
と
呼
ば
れ
る
。
村
役
と
は
、

ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

で
は
な

　
く

フ
ィ
ジ

i
人
村
落

の
行
政
村
長
を
指
す
言
葉
で
あ

る
。
文
中

で
は

ソ

　

ロ
モ
ン
諸
島
民

の
通
常

の
用
法
に
従

い
村
役

と
統

一
し
て
表
記
し

て
あ

　
る
。

(
3
)
こ
の
デ

ー
タ
は
S
集
落
を
管
轄
し

て
い
る
村
役

か
ら
入
手
し
た
公

　
式
的
デ

ー
タ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
N
集
落
と
の
あ
い
だ

の
移
動
も
激
し

　
く
、
正
確
な
デ
ー
タ
を
数
え
上
げ

る
こ
と
は
難
し
い
。

(
4
)

コ
ロ
ニ
ア

ル
製
糖
会

社
と
は
、
後
出
す

る
フ
ィ
ジ

ー
砂
糖
会
社

の

　
前
身
に
あ
た
る
企
業

で
あ

る
。

(
5
)
他
に
は
服
飾
工
場
勤
務
が
二
名
、
運
送
業
従
事
者
が

一
名

い
た
。

(
6
)
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

の
言

語
と
表
記

し
て
あ

る
が
、

こ
れ
は
イ

ン
フ
ォ

　
ー

マ
ン
ト
の

「
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
語

(
§
鶏

ミ
ぎ

・゚o
ミ
ミ
o
ミ
)
」
と
い
う
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表

現

に
あ

わ

せ
た

も

の
で
あ

る
。

実

際

の

と

こ
ろ

、

ソ

ロ
モ

ン
は

多

言

語

国

家

で

あ

り
、

単

一
の

ソ

ロ
モ

ン
諸

島

言

語

な

る

も

の

は
存

在

し

な

　

い
。

ち
な

み

に
、

老

人

が

口

に
し

た

言
葉

と

は
、

..ミ
ミ
鳴
竃

.、

..§
§

匙
..

　

と

い
う

も

の

で
あ

っ
た

。

そ

れ
ぞ

れ

「
お
金

」
、

「
い

い
え
」

を

意

味

す

　

る

と

い
わ

れ

た
が

、

筆

者

は
事

実

関

係

を
確

定

で
き

て

い
な

い
。

(7
)

標

準

フ
ィ
ジ

i
語

と

は
、

フ

ィ
ジ

ー
東

部

の

バ
ウ

地

方

の
方

言

と
、

語

彙

、

文
法

の
点

で
共

通

性

の
多

い
言

語

で
あ

る
。

現

在
、

フ

ィ
ジ

ー

　

の

テ

レ
ビ
、

ラ
ジ

オ

、

新
聞

等

の

マ
ス
メ

デ

ィ

ア

で
は

こ

の
言

語

が

共

　
通

語

と

し

て
使

用

さ
れ

て

い
る
。

(
8
)

シ
ー

ゲ

ル

に
よ

る

と

、

ワ

イ

(芝

餌
同)

は

マ
ラ

イ

タ

の
北

東

部

、

　
ヴ

ァ

タ

レ

カ

(<
9
叶
鋤
一①吋
餌
)

は

フ

ァ

タ

レ
カ

(両
讐
巴
①
閃
鋤
)

か

ら

由

　
来

し

て

い
る

[ω
閏
O
曽

H
㊤
◎。
ご

=
〉
ピ
〉
℃
d
>

N
O
O
H
"
α
昌

(9
)

こ

の
地
名

は
必

ず

し

も

具
体

的

な

場

所

に
対

応

し

て

い
る
訳

で
も

、

皆

に
明

確

に
記

憶

さ
れ

て

い
る
訳

で
も

な

い
b

た

と

え
ば

、

カ

レ

カ
ナ

　

に
属

す

る

あ

る
老

人

は

、
自

分

を

ガ

ダ

ル
カ

ナ

ル

の
ホ

ニ
ア

ラ
村

出

身

　

で
あ

る
と

説

明

し

た
。

し

か

し
、

ホ

ニ
ア

ラ

を
村

と

認

識

し

て
な

い
人

　

も
多

か

っ
た

。

一
方

マ
ラ

タ

に
属

す

る

別

の
老

人

に
よ

る

と
、

コ
ア
と

　

は
村

落

の
名
前

で
、

ア

レ
ア

レ
と

は

コ
ア
村

に
住

む

「
人
種

(『P
O
Φ
)
」

　

を
意

味

す

る

と
説

明

し

て
く

れ

た
。

(10
)

筆

者

の
知

る
限

り

、

別

の
集
落

に
て

生

活

し

て

い
る

ソ

ロ

モ

ン
諸

島

民

の
な

か

に

は
、

ヤ

ヴ

サ

を
申

告

し

て

い
る
事

例

も

見

受

け
ら

れ

、

　

ソ

ロ

モ

ン
諸

島

民

の

あ

い
だ

で

も

一
様

で

は
な

い

と

思

わ

れ

る
。

ま

　

た

、

注

(
14
)
を
参

照

の

こ
と

。

(
11

)

こ

れ

は

二
〇

〇

二
年

時

に
行

っ
た
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

に

お
け

る
発

言

。

　
ク
ヴ

ァ
は
、

フ
ィ
ジ
ー
の
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
で
初

の
大
学
学
位
の
取
得

者
。
『
フ
ィ
ジ
ー
に
お
け
る
ソ

ロ
モ
ン

・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
』
と

い
う
著

作
を
も
の
し
て
い
る
。

(
12
)
ワ

イ

ロ
ク

の
状

況

に
関

し

て
は

国
d
〈
〉

ロ
零
昌
"

國
〉
い
尾
d
諺

　
E
O
O
昌

を
参

照
の
こ
と
。
ナ
ヴ
ア
近
郊

の
集
落
で
は
、
村

の
中
心

に

英
国
国
教
会

の
教
会
が
あ
り
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
の
過
半
数
が

い
ま
で

　
も
英
国
国
教
会
派
で
あ
る
。

(
13
)

二
三
〇
〇
〇

人
の
う
ち
七
五
%

が
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民

で
は
な

い
か

　
と
い
わ
れ
て
い
る

[囚
d
<
>
H
㊤
謡

"
昌
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
ソ

ロ
モ
ン

諸
島

へ
の
帰
還
者
、
渡
航
時

の
死
亡
者
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、

・

　
フ
ィ
ジ
ー
に
留
ま

っ
た
人
数
は
も

っ
と
少
な
か

っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　
た
と
え
ば

、

一
八
八

一
年

の
統
計
で
は
六

一
〇
〇
人
が
太
平
洋
諸
島
民

　
と
し
て
数

え
ら
れ
て

い
る
に
過
ぎ
な

い
。

一
八
九

一
年

の
統
計
で
は
さ

　
ら
に
二
二
六
七
人

へ
と
劇
的
に
減
少

し
て

い
る

[ピ
〉
い
　
お
旨

"
ω
ω
守

。゚
ω
Σ
。
ち
な
み
に
イ

ン
ド
人
移
民
は
の
べ
で
六
万
人
ほ
ど

フ
ィ
ジ
ー

へ

　
と
留
ま
る
こ
と
を
選
択
し
た

P
>
い
bd
°
磐
住
内
.
閃
o
胃

d
Z
国
b。
OO
O
]
。

(14
)

フ
ィ
ジ

ー
の
社
会
組
織
は
父
系
を
た
ど
り
、
上
位
範
疇

か
ら
、
ヤ

　
ヴ

サ
、

マ
タ
ン
ガ
リ
、
ト
カ
ト
カ
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、

お
お
む
ね
ク

　
ラ
ン
、
リ
ネ
ー
ジ
、
拡
大
家
族

に
相
当

し
て
い
る
。
た
だ
し
地
域
毎

の

　
差
異
は
大
き

い
。

(15
)
母
方
を
通
じ
た
系
譜
図

へ
の
登
録

の
是
非
は
、
土
地

所
有

と
関
連

　
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
村
落
会
議
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
国
家

レ
ベ

　
ル
で
も
政
治
的
に
非
常

に
敏
感
な
話
題
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に

　

つ
い
て
は
、
皆
田
。゚
ロ
㊤
㊤
己

の
研
究

が
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人

と
フ
ィ
ジ
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1
人
と

の
混
血
を
事
例
と
し
て

い
る
も

の
の
、

示
唆

に
富
む
。

(16
)

フ
ィ
ジ

ー
の
社
会
組
織

は
、
母
方

の
親
族
と

の
関
係
も
特
定

の
儀

式

の
場

で
強
調
さ
れ
る
も

の
の
、
基
本
的

に
父
系

の
繋
が
り
が
重
視
さ

　
れ
て
い
る
。
混
血

を
示
す
表
現
が
な

い
訳
で
は
な
い
が
、
各
人
の
出
自

　
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
も
父
方

を
通
じ

て
決
定

さ
れ
、
た
と
え
ば
R
村

落
出
身

の
父
を
持

つ
者
は
、
母
方

の
出
自

に
関

わ
ら
ず
基
本
的

に
R
人

　
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
現
在
、
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
の
あ

い
だ

に
見
受
け
ら

　
れ
る
出
自
意
識
も
、

フ
ィ
ジ
ー
人
と
同
型
で
あ
る
。

(17
)
私
見

の
及

ぶ
範
囲

で
は
、
そ

の
他

に
ウ

エ
ア
人

一
世
帯
、
サ

モ
ア

人

一
世
帯
、

ロ
ト
ゥ

マ
人

一
世
帯
が
生
活
し
て

い
た
。

(18
)

T
氏

に
よ
る
と
、
彼
が
村
役

に
就
任
し
た

の
は

一
九

八
〇
年
頃

の

　
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し

N
集
落

に
お
い
て
誰
が
村
役

で
あ
る
の
か
に
は

諸
説
存
在
し

て
い
る
。

こ
と

に
T
氏

の
属
す
る

マ
ラ
タ
以
外
に
所
属
す

　
る
人
々
の
な
か
に
は
、

フ
ィ
ジ
i
人
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
民
と

い
う
民
族

差
と
は
無
関
係
に
、
そ
も
そ
も
T
氏
を
村
役
と
し
て
認
知
し
て

い
な

い

人
も
少
な
く
な

い
。
N
集
落

の
フ
ィ
ジ

i
人

の
中
年
男
性
数
名
-

彼

　
ら
は
バ
リ

の
成
員
1

と
言
葉
を
交

わ
し
て

い
る
と
、

「あ

れ

(T
氏

　
の
こ
と
)
は
村
役
で
は
な

い
。
こ
の
村

に
は
村
役

は
い
な

い
し
、

こ
の

村
の
こ
と
な
ら
U
氏

に
頼

め
」
、

と
政
府
関
係

の
仕
事

に
従
事
し

て
い

　
る
別
の
男
性
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
村
役
が
誰
か
混
乱
が

起

こ
る
こ
と
は
、
通
常

の
フ
ィ
ジ
ー
人
村
落
で
は
ま
ず
あ
り
得

な
い
。

(19
)
T
氏

の
動

き
が
政
府
を
通
じ

て
公
式

に
認
め
ら
れ

て
い
く

こ
と

に

　
な
る
か
ど
う

か
、
現
時
点

で
は
分
か
ら
な

い
。
N
集
落
が
位
置
す
る
地

所
の
地
主

に
あ
た
る
村
落
側

の
村
役

に
よ
る
と
、
こ
の
議
題
を
地
区
議

会

の
場

に
持

ち
出
し
た
が
、

反
応
は
芳
し
く
な
か

っ
た
と
の
こ
と

で
あ

　
る
。
同
村

に
も
N
集
落
を
フ
ィ
ジ
i
人
村
落

と
す

る
動
き
に
呼
応
す
る

積
極
的
な
支
持
者
が
生
ま
れ
る
様
子
も
見
ら
れ
な

い
と
、
同
村
役
は
話

　
し
て
い
た
。

(20
)
た
だ
し
対
立
を
あ
ま
り
深
刻
な
も

の
と
捉
え
る

べ
き

で
は
な

い
。

　
現
在

で
も
N
集
落

と
S
集
落

の
あ

い
だ
で
の
行

き
来
は
、
普
通

に
な
さ

　
れ
て
い
る
。
後

に
述

べ
る
独
立
記
念
祭

に
も
N
集
落

の
人
の

一
部
は
参

加

し
て
い
る
。

(21
)

一
般

の
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
民
参
加
者

に
は
、

こ
う
し
た
公
式
的
な
思

惑

と
は
関
係
な
く
、
集
落

の
資
金
集
め

の
た
め
に
、
あ
る

い
は
た
ん
な

　
る
楽
し

み
と
し
て
参
加
し
て

い
る
人

々
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
こ

　
こ
に
記
載
し
た
独
立
祭

の
名

目
が
、
ど
こ
ま
で
彼
ら

の
あ

い
だ
に
共
有

　
さ
れ
て
い
る
か
は
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
た
と
え
ば
S
集
落
、

N
集
落

　
の
な
か
で
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
が
何
年

の
何
月
に
独
立
し
た

の
か
を
明
確

に

記
憶

し
て
い
る
人
は
誰
も

い
な
か

っ
た
た
め
、
独
立
祭
を
企
画
す

る
段

階
で
調
査
が
行
わ
れ
た
。

(22
)
ブ

イ
ジ

ー

で

は
、
国

民

は

フ

ィ
ジ

i
人
、
イ

ン
ド

人
、

一
般

　
(O
夢
嘆
)

に
区
分

さ
れ
、
選
挙

に
際
し

て
、
各
民
族

は
民
族
毎

の
立

　
候
補
者

へ
の
投
票
権
を
持

っ
て

い
る
。
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